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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

近年の微細加工技術の著しい進展にともない、系の幾何的性質とその基本物性が直接的にリンクするナノ構造体が数多く生み出されてきた。このような複雑な構造を有するナノスケール物質の表面上で、系の微視的要素(電子やスピンなど)が相互作用を及ぼし合う場合、その多体系の運動状態は平らな空間の場合とは著しく異なることが予想される。特に曲率の効果が顕著となる低エネルギー領域では、平らな空間では実現不可能な特異な秩序相や励起状態が発現する可能性がある。このような、ナノスケール表面物性に現れる系の幾何学的効果を定量的に記述することが出来れば、その成果はナノ構造体の形状変化をベースとした新規なデバイス開発に発展する可能性がある。
上記の背景のもと本申請課題では、ナノ構造体の凹凸表面に発現する多体相関系の相転移現象について、系の幾何学的形状がその臨界特性に与える効果の定量的同定を試みた。具体的に考察する系としては、2 次元ナノ曲面上に定義された格子スピン模型を取り上げ、転移温度近くにおける熱力学量の特異性、臨界指数の解析、および臨界緩和の数値シミュレーションを行った。その結果Ising模型については、全ての臨界指数が平面Ising 格子の厳密解と異なる値をとることがわかった。これは、平面・曲面それぞれに定義された二つのIsing模型が異なる普遍クラスに属することを意味する。次にXY 模型について解析したところ、系が平衡に達するまでの緩和時間が低温域で急速に増大する現象が確認された。そこで系のスピングラス感受率を計算した結果、この緩和時間の増大は準安定状態にトラップされるいわゆるdynamical transition を示すものであることがわかった。さらにスピングラス感受率の系サイズ依存性を調べたところ、この系は絶対零度においてガラス転移を示すという結果が得られた。上に述べたIsing 模型・XY 模型の両者に関する結果は全て、模型の舞台である曲面の幾何学的曲率が系の臨界特性を本質的に変えることを意味するものである。
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	欧文概要　ＥＺ

We investigate the critical behaviour of two-dimensional spin lattice models (Ising and XY models) embedded on a curved surface with a constant negative curvature. Finite-size scaling analysis for the Ising model reveals that values of critical exponents deviate from those for planar counterparts. Furthermore, negative curvature of the embedding surface gives rise to frustration in local spin configuration in the XY model, which results in a zero-temperature glass transition and non-equilibrium phase transition at finite temperature. These findings evidence that the underlying

geometric character is responsible for the critical properties of spin lattice models.
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